




上顎あるいは中顔面の劣成長は,多様な唇頭口蓋裂の咬合異常の根幹をなしている。そこで

,子供は生来,各々上顎の成長の潜在能力があるとして,積極的に成長を促進しようとする

手段が上顎前方牽引法である。この方法は,いずれも上顎を口蓋突起,口蓋粘膜,歯を利用し

て固定装置で一塊とし,これと顎外固定を輪ゴムなどで連結することにより前方へ牽引し

ようとするものである。 

本研究は 2つの目的をもって計画された。すなわち1)可及的に患者の使用しやすい上顎牽

引装置の試作,2)治療効果の検討である。 


